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いただくことも多くあります。ごみ出しマナいただくことも多くあります。ごみ出しマナ

ーについてもう一度考えてみましょう。ーについてもう一度考えてみましょう。

進
め
よ
う

進
め
よ
う 

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ナ
ー
向
上

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ナ
ー
向
上

進
め
よ
う

進
め
よ
う 

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ナ
ー
向
上

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ナ
ー
向
上
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ご
み
出
し
時
間
を
守
ろ
う

進
め
よ
う 

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ナ
ー
向
上

ご近所が困っていますご近所が困っていますご近所が困っていますご近所が困っていますご近所が困っています
　その反面、ステーションのご近所や当番の

方から、ごみ出しマナーについてのご意見を

いただくことも多くあります。ごみ出しマナ

ーについてもう一度考えてみましょう。

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　
　

 　

 

出
さ
れ
た
〝困
っ
た〝

ご
み

●
カ
ン
は
洗
っ
て
、
ア
ル
ミ
と
ス
チ
ー
ル
に
分

け
る
。（
ス
プ
レ
ー
缶
、
菓
子
や
オ
イ
ル
の
缶
、

一
斗
缶
な
ど
も
ス
チ
ー
ル
缶
で
す
）

※

大
き
な
缶
は
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

●
古
紙
は
、
種
類
別
に
白
紙
ひ
も
（
ビ
ニ
ー
ル

ひ
も
不
可
）
で
し
ば
る
。（
カ
タ
ロ
グ
の
ビ
ニ
ー

ル
は
取
る
。
紙
パ
ッ
ク
は
、
必
ず
洗
っ
て
開
い

て
乾
か
す
。）

●
蛍
光
灯
は
、
紙
ケ
ー
ス
か
透

明
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
す
。

（
水
銀
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

ガ
ラ
ス
・
陶
器
類
と
一
緒
に
し

な
い
で
）

●
廃
天
ぷ
ら
油
を
入
れ
た
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

は
、
し
っ
か
り
し
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ク
ギ
、
ネ
ジ
類
や
金

属
カ
ミ
ソ
リ
、
釣
り
針

な
ど
は
、
金
属
キ
ャ
ッ

プ
入
れ
に
。

問
合
せ
先　

清
掃
セ
ン
タ
ー　

☎
㉒
６
６
８
６

リサイクルステーションに出せません

びんは色別の
コンテナへ

（キャップはとる）

ガラス・陶器
類のコンテナへ

※

こ
ぼ
れ
る
と

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
汚
れ
ま
す
。

しめる

　

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集
の
ご
み
出
し
は
、
原

則
と
し
て
午
前
７
時
か
ら
８
時
で
す
が
、
前
日

や
早
朝
、
午
前
８
時
過
ぎ
の
ご
み
出
し
が
多
く　

見
ら
れ
ま
す
。
未
分
別
ご
み
や
分
別
後
の
コ
ン

テ
ナ
に
滅
茶
苦
茶
に
入
れ
ら
れ
た
ご
み
が
多
く
、

当
番
の
方
や
収
集
作
業
員
が
苦
労
し
て
仕
分
け

を
し
て
い
ま
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
ご
み
出
し
時
間
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

※

場
所
に
よ
り
、
ご
み

出
し
時
間
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
中
身
の
入
っ
て
い
る
ペ
ン
キ
の
ス
プ
レ
ー
缶

（
穴
を
空
け
た
ら
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
汚
れ
た
）
や

中
身
の
入
っ
て
い
る
イ
ン
ク
び
ん
（
割
れ
て
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
汚
れ
た
）

→
使
い
切
る
か
、
中
身
を
少
し
ず
つ
古
布
に
染

　

み
こ
ま
せ
る
等
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
た
つ
、
自
転
車
な
ど
の
大
型
ご
み

→
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
業
所
な
ど
で
出
た
大
量
の
び
ん
、
カ
ン
や

ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど

→
量
が
多
す
ぎ
る
と
収
集
困
難
で
す
。
清
掃
セ

　

ン
タ
ー
に
直
接
持
ち
込
む
か
、
専
門
業
者
に

正
し
い
分
別
で
進
め
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル

　

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
テ
レ
ビ
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
（
鉛
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
市
で
処
理
で
き
ま
せ
ん
）

→
テ
レ
ビ
は
壊
さ
ず
に
、
電
器
店
、
処
理
業
者

　

等
で
引
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い（
有
料
）。

●
自
動
車
の
廃
油
、
バ

ッ
テ
リ
ー
、
タ
イ
ヤ
、

ガ
ス
ボ
ン
ベ
（
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
、
酸
素
他
）、
消

火
器
な
ど

→
そ
れ
ぞ
れ
販
売
店
や

　

処
理
業
者
等
に
相
談

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
チ
ラ
シ

を
見
て
、
正
し
い
分
別
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※

チ
ラ
シ
は
、
市
役
所
市
民
保
健
課
、
清
掃
セ
ン

　

タ
ー
、郵
便
局
、農
協
店
舗
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
び
ん
は
洗
っ
て
、
色
別
に
分
け
る
。（
コ
ッ
プ
、

茶
碗
な
ど
は
、
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類
の
コ
ン
テ
ナ
へ
）

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
洗
っ
て
、
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←
は
燃
え
る
ご
み
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←
こ
の
マ
ー
ク
確
認

　平成 13 年 10 月にリサイクル分別収集が市内平成 13 年 10 月にリサイクル分別収集が市内

全域で実施されてから 15 年が経ちました。全域で実施されてから 15 年が経ちました。

　市民の皆さんのご協力で、大量のごみが資源　市民の皆さんのご協力で、大量のごみが資源

としてリサイクル出来るようになりました。としてリサイクル出来るようになりました。

　平成 13 年 10 月にリサイクル分別収集が市内

全域で実施されてから 15 年が経ちました。

　市民の皆さんのご協力で、大量のごみが資源

としてリサイクル出来るようになりました。

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

現
場
見
学
会
（
区
長
会
・
一
般
）

　
　
　
　
　

が
行
わ
れ
ま
し
た

河
津
下
田
道
路
Ⅰ
期

　
　
　
　

用
地
境
界
立
会

河
津
下
田
道
路
Ⅱ
期
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

公
共
事
業
用
代
替
地

　
　
　
　

登
録
制
度
に
つ
い
て

「
命
の
道
」

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
だ
よ
り

平
成
28
年
12
月
発
行

　

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
に
お
い
て
、

伊
豆
市
修
善
寺
か
ら
天
城
湯
ヶ
島

ま
で
を
結
ぶ
「
天
城
北
道
路
」
の

工
事
現
場
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
11
月
７
日
に
下
田
市
区
長

連
絡
協
議
会
23
名
、
８
日
に
は
一

般
応
募
い
た
だ
い
た
市
民
15
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

天
城
北
道
路
の
大
平
IC
か
ら
天

城
湯
ヶ
島

IC(

仮
称)

区
間
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
の
開
通
を

目
指
し
、
現
在
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

河
津
下
田
道
路
Ⅰ
期
区
間
（
六

丁
目
～
箕
作
）
で
は
、
道
路
用
地

の
確
定
に
向
け
た
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
箕
作
地
区
で
は
、

地
権
者
の
方
々
と
用
地
境
界
の
立

会
を
10
月
28
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
他
の
地
区
で
も
準
備

を
進
め
、
立
会
を
お
願
い
し
て
い

き
ま
す
。

　

現
在
、
河
津
下
田
道
路
Ⅱ
期
区

間
（
箕
作
～
河
津
町
梨
本
）
の
河

津
IC
（
仮
称
）
と
逆
川
IC
（
仮
称
）

付
近
で
橋
梁
工
事
、
盛
土
工
事
、

工
事
用
道
路
の
建
設
な
ど
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
本
ヶ

所
の
工
事
を
進
め
て
い
く
と
同
時

に
、
下
田
市
内
の
用
地
取
得
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
写
真
：
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

　
　
　
　
　

  

下
田
推
進
室
よ
り
）

　

下
田
市
で
は
、
伊
豆
縦
貫
自
動

車
道
建
設
な
ど
の
公
共
事
業
に
よ

り
土
地
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
方

々
の
代
替
地
要
望
に
お
応
え
す
る

た
め
に
、
代
替
地
候
補
と
な
る
土

地
の
情
報
を
登
録
し
て
い
た
だ
く

「
代
替
地
登
録
制
度
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
登
録
の
申
込
方
法

　

代
替
地
と
し
て
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
下
田
市
公
共
事
業
用

代
替
地
登
録
申
出
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
建
設
課
伊
豆
縦
貫
道

係
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
申
出
書

は
、
下
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

○
注
意
事
項

　

・
登
録
さ
れ
た
土
地
の
全
て
が

　

代
替
地
と
し
て
売
買
さ
れ
る
わ

　

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

・
登
録
後
も
売
買
契
約
が
成
立

　

す
る
ま
で
は
自
由
に
使
用
、
処

　

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

・
登
録
内
容
を
変
更
す
る
場
合

　

や
登
録
を
取
り
下
げ
る
場
合
は
、

　

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
登
録
の
費
用
は
無
料
で
す
。

○
税
の
特
別
控
除

　

一
定
の
条
件
の
も
と
、
代
替
地

の
契
約
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、

税
法
上
、
土
地
の
譲
渡
所
得
の
う

ち
１
，
５
０
０
万
円
ま
で
の
特
別

控
除
が
あ
り
ま
す
。

　下田市建設課伊豆縦貫道係

☎０５５８（２２）２２１９

　国土交通省　中部地方整備局

　沼津河川国道事務所

　伊豆縦貫自動車道下田推進室

☎０５５８（３８）０４４５

狩野川横断高架橋 湯ヶ島第二トンネル坑内

逆川ＩＣ（仮称）付近　橋梁工事

伊豆縦貫自動車道に関するご意見・
ご質問等がありましたら、
　　　　こちらにお寄せください。
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